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活動内容 

目的 

岡山県の若年性認知症の現状では、診断前後の相談できる機関が少なく、病気

への理解不足や適切な支援体制が整っていないため、早期発見が早期絶望とな

る現状がある。 

高齢者と違い働き盛りの本人、家族も病気への受容には、時間がかかり以下の

課題がある。 

① 将来の不安や絶望から本人が家に引きこもり誰とも接点を持たないまま、症

状が進む。 

② 現役世代のため家のローンや小さい子供を抱えた進学など経済的な問題が大

きい。 

③ 介護を担う家族が日常生活に追われ相談に行く時間が取りにくい。 

④ 仕事を続けたい本人への職場の理解が不足している。 

⑤ 介護保険以外の障害者サービス等のアドバイスが少ない。 

そのような原因から空白期間が長引き、診断直後の支援には本人、家族を含め

た相談先や居場所が早急に必要である。 

また支援を受ける側としての受け身の立場ではなく、本人や家族も主体的に活

動していける場として、本人同士が中心で話し合える「本人ミーティング」認

知症の知識や理解を深める「はるそらゼミナール」を定期的に開催する必要が

ある。 

 

内容 

1． 本人ミーティング  

毎月 2 回（第 2 第 4 水曜日） 14 時～16 時 2021 年 4 月～3 月まで 24

回開催 

参加数 ：延べ 384 名   

開催場所：レンタルルームとコロナ禍のため 3 回を会場と zoom ハイブリッ

ト形式開催 

内容：認知症の診断を受けた本人が司会進行する当事者同士の集まりを中心

にした。 

本人、サポーターだけなく家族・市民・行政も参加。 

２．はるそらゼミナール 3 回開催 13 時半～15 時半 参加者 60 名 

開催場所：レンタルルームを会場とした zoom 参加もありのハイブリット形

式  

４月 講師：若年性認知症コーディネーター 

「認知症の診断を受けてからの就労支援について」 



9 月 講師：薬剤師協会の薬剤師 「お薬について」 

12 月 講師：ひだまりの里病院 医療ソーシャルワーカー 

「認知症に関する制度や手当について」 

 

成果 

「本人ミーティング」は当事者である本人が、日頃の思いを気軽に話し、一緒

に考え相談し合うことで、他の本人たちからの話を聞き、笑顔を取り戻し、リ

ラックスした状態から、発言がなかった本人からの言葉も出て、話に参加する

ようになったことである。 

また一緒に参加した家族も、本人のできなくなったことに注目しがちなケア

や支援を見直し、他者との交流の必要性を感じてもらえる場にもなった。その

垣根のない仲間同士の交流が、本人・家族へ希望をもった日常生活の継続への

自信や希望へもつながっている。 

一番大きな変化は、認知症である本人が「当事者」であることを知られたく

ないと考えていた状況から、交流して仲良くなることで、「自らの認知症を知っ

てもらいたい」という気持ちへ変化したことである。 

「はるそらゼミナール」も、本人や家族が、認知症への知識や病気への理解

を、自ら進んで学ぶ機会となり、今飲んでいる薬の見直しや、利用できる制度

の確認へ繋がった。 

 

今後の課題と対
応策 

はるそら「本人ミーティング」へ参加した岡山市や地域包括の方が各地域で開催を計画

し、認知症の方が出て行ける場所が多くなった。しかし、支援する側の意識の中に、認知

症になった本人は「困っている人」「何もできない人」「手助けしないといけない」のイメ

ージから抜け出せないため、同じ仲間としてのコミュケーションの取り方に戸惑いが感じ

られ、どういった対応は必要なのかと相談もされる。 

その認知症への、偏見を減らしていくには、一緒に出掛け行動することや、一緒に考える

機会を増やす「お出かけイベント」「はるそらゼミナール」「はるそら広場」での大学生と

の交流も、企画している。 

また支援を必要としているのは、診断後の本人だけでなく家族も不安や悩みを話せる場

が必要をある。本人と家族の支援どちらが欠けても、課題の解決にはつながらないため、

家族同士で集まり話せる場の定期的なはるそら「家族のしゃべり場」として開催も予定し

ている。 

 

写真の提出 

 
はるそら「本人ミーティング」zoom 参加もあり 
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